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留
学
生
セ
ン
タ
ー
は
、
一
九
八
五
年
に
設
置
さ
れ
た
留
学

生
教
育
セ
ン
タ
ー
を
、
一
九
九
〇
年
に
改
組
し
て
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
小
規
模
な
が
ら
（
今
年
度
は
教
官
七
名
）、

留
学
生
に
対
す
る
日
本
語
教
育
お
よ
び
修
学
・
生
活
に

関
す
る
相
談
指
導
を
ニ
本
の
柱
に
活
動
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。 

 

日
本
語
コ
ー
ス
で
は 

年
間
六
〇
〇
人
以
上
が
受
講 

 

　
日
本
語
教
育
は
、
初
級
か
ら
上
級
ま
で
、
ま
た
週
五

日
の
ク
ラ
ス
か
ら
週
一
日
の
ク
ラ
ス
ま
で
、
内
容
も
日
本

語
だ
け
で
な
く
「
日
本
文
化
・
日
本
事
情
」
も
含
め
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
・
コ
ー
ス
を
開
い
て
い
ま
す
。
一
般
の

日
本
語
学
校
と
は
違
い
、
〈
大
学
院
レ
ベ
ル
の
留
学
生
が

研
究
生
活
を
す
る
上
で
、
ど
の
よ
う
な
日
本
語
能
力
が

必
要
か
〉
〈
そ
れ
を
ど
う
教
え
る
の
が
効
果
的
か
〉
を
考

え
た
、
東
京
大
学
に
ふ
さ
わ
し
い
質
の
高
い
日
本
語
教
育

を
追
究
し
て
い
ま
す
。
修
了
式
を
訪
れ
た
ゲ
ス
ト
か
ら
は
、

短
期
間
で
上
達
し
た
留
学
生
の
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
に
感

嘆
の
声
が
あ
が
り
ま
す
。 

  

コ
ー
ス
は
半
年
ご
と
で
、
受
講
者
は
各
期
三
〇
〇
人
以

上
に
の
ぼ
り
ま
す
。
留
学
生
が
主
な
対
象
で
す
が
、
コ

ー
ス
に
よ
っ
て
は
、
余
裕
が
あ
れ
ば
、
外
国
人
研
究
員
や
、

留
学
生
の
配
偶
者
も
受
け
入
れ
ま
す
。
教
室
は
、
世
界

各
国
か
ら
の
留
学
生
に
と
っ
て
、
日
本
語
を
学
ぶ
場
で
あ

る
と
と
も
に
、
貴
重
な
多
文
化
交
流
の
場
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
な
お
、
東
京
大
学
で
は
セ
ン
タ
ー
以
外
に
学
内
約
十
ヵ

所
で
日
本
語
教
育
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
部
局
の

実
状
に
応
じ
た
日
本
語
教
育
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、

そ
の
連
携
を
深
め
、
必
要
な
助
言
を
提
供
す
る
の
も
私

た
ち
の
役
割
と
考
え
、
「
東
京
大
学
日
本
語
教
育
連
絡

会
」
を
適
宜
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

ニ
、
八
〇
〇
件
以
上
の
多
様
な
相
談 

 

　
相
談
指
導
で
は
、
留
学
生
が
異
文
化
の
な
か
で
円
滑

に
留
学
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
授
業
を

週
四
コ
マ
開
催
す
る
と
同
時
に
、
全
学
に
開
か
れ
た
留
学

生
相
談
室
を
設
け
留
学
生
活
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
問
題

に
対
応
し
て
い
ま
す
。
ニ
〇
〇
一
年
度
は
、
勉
学
や
生
活
、

在
留
な
ど
の
法
律
や
制
度
に
関
す
る
も
の
な
ど
合
計
で

ニ
、
八
〇
〇
件
余
り
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ニ

ュ
ー
カ
マ
ー
ズ
留
学
生
を
対
象
と
し
た
生
活
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
も
春
と
秋
に
年
二
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中

で
交
流
会
や
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ツ
ア
ー
な
ど
も
行
わ
れ
、
日

本
人
学
生
や
近
隣
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
参
加
し
ま
す
。 

 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り 

 

　
各
部
局
に
配
置
さ
れ
て
い
る
留
学
生
担
当
の
教
職
員

に
呼
び
か
け
、
「
東
京
大
学
留
学
生
担
当
者
連
絡
会
」

を
年
数
回
開
催
し
、
留
学
生
に
対
す
る
実
務
的
な
対

処
に
つ
い
て
の
調
整
や
、
相
談
対
応
の
質
の
向
上
に
努

め
、
東
京
大
学
と
し
て
の
統
一
的
な
留
学
生
受
け
入
れ

態
勢
の
整
備
を
図
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
学
生
相
談
所
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
所
と
と
も
に

「
本
郷
学
生
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
形
成
し
、
情
報

交
換
を
行
う
な
ど
し
て
、
日
本
人
学
生
を
含
め
た
東
京

大
学
の
学
生
に
対
す
る
対
応
や
制
度
の
整
備
に
努
め
て

い
ま
す
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献 

 

　
さ
ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
本
人
学
生
や
市
民
が
留

学
生
、
外
国
人
研
究
員
及
び
そ
の
家
族
と
一
対
一
で
交
流
・

支
援
を
行
う
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
（F

riendship A
nd C

ultural 
E
xchange

）
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
希
望
留
学
生
等
九
〇
〇
人
ほ
ど
に
対
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
約
七
五
〇
人
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
ま

す
。 

　
こ
の
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
て
、
三
井
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
団
、
文
京
区
国
際
協
会
、

東
京
大
学
同
窓
会
な
ど
の
団
体
と
の
連
携
や
地
域
社
会

へ
の
貢
献
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス

の
地
元
で
あ
る
文
京
区
民
を
対
象
に
文
京
区
国
際
協
会

に
協
力
し
て
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
の
た
め
の
実
践
講

座
を
企
画
す
る
な
ど
、
区
民
や
地
域
社
会
の
国
際
化
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。 

 
高
ま
る
セ
ン
タ
ー
の
役
割 

 

　
本
学
の
留
学
生
数
は
セ
ン
タ
ー
発
足
時
の
一
九
九
〇
年

と
比
べ
て
三
八
％
増
の
ニ
、
〇
五
〇
人
に
増
加
し
、
外
国

人
研
究
員
も
一
、
六
〇
〇
人
以
上
に
達
し
て
い
ま
す
。
そ

の
家
族
な
ど
も
併
せ
る
と
五
、
〇
〇
〇
人
程
度
の
外
国

人
が
東
京
大
学
を
中
心
に
生
活
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、

本
セ
ン
タ
ー
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

き
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

教育・研究の現場から 

留学生センター 
International  Center 

飯塚　堯介 
留学生センター長 

http://www.ic.u-tokyo.ac.jp/index-j.html/

留学生センターは、1985年に設置された留学生教育センターを、 
1990年に改組して設置されました。小規模ながら（今年度は教官7名）、 

留学生に対する日本語教育および修学・生活に関する相談指導を2本の柱に活動を推進してきました。 

FACEプログラムによる交流活動 修了式～センター長から証書を授与される 日本語授業風景 
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図2　レーザスキャナーで取得されたパルミラ遺跡の3次元データ 

図3　CSVアドレスマッチングサービスで作成した 
東京都心部のNOx濃度地図 

図1　古代ポンペイ埋没以前の地形復元 

空間情報科学研究センター 
Center for Spatial Information Science 

岡部　篤行 
空間情報科学研究センター長 

http://www.csis.u-tokyo.ac.jp/

「何処に何があるか」という情報（空間情報）を扱う汎用的な方法を開発し、 
地理的要因の絡む様々な現象の解明や、社会問題の解決支援へ適用を行っている、文理融合型の研究センターです。 

 
「
何
処
に
何
が
あ
る
か
」
と
い
う
情
報
（
空
間
情
報
）

を
扱
う
汎
用
的
な
方
法
を
開
発
し
、
地
理
的
要
因
の

絡
む
様
々
な
現
象
の
解
明
や
、
社
会
問
題
の
解
決
支
援

へ
適
用
を
行
っ
て
い
る
、
文
理
融
合
型
の
研
究
セ
ン
タ
ー

で
す
。 

　
こ
の
世
で
起
き
る
現
象
や
社
会
問
題
に
は
、
地
理
的

空
間
要
因
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
も
の
が
実
に
多
く
あ
り

ま
す
。
地
価
の
高
騰
下
落
現
象
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

現
象
、
疫
病
伝
染
現
象
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
汚
染
問
題
、

過
疎
過
密
問
題
、
民
族
紛
争
問
題
な
ど
、
列
挙
に
暇
が

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
現
象
や
問
題
を
解
明
し
た
り

解
決
し
よ
う
と
す
る
と
、
ど
の
場
合
に
お
い
て
も
「
何

処
に
何
が
あ
る
か
」
と
い
っ
た
情
報
（
空
間
情
報
）
を
、

系
統
的
に
構
築
・
管
理
・
分
析
・
総
合
・
伝
達
す
る
汎

用
的
な
方
法
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
空
間
情
報
科
学

と
は
、
そ
の
汎
用
的
な
方
法
と
、
そ
れ
を
諸
学
問
に
応

用
す
る
方
法
を
研
究
す
る
文
理
融
合
型
の
新
し
い
学
問

な
の
で
す
。  

　
セ
ン
タ
ー
は
、
三
つ
の
研
究
部
門
と
一
つ
の
研
究
支
援

部
門
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
第
一
は
空
間
情
報
解
析

部
門
で
、
主
に
空
間
情
報
の
分
析
・
総
合
部
分
に
焦
点

を
当
て
た
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
古
代
ポ
ン

ペ
イ
埋
没
以
前
の
地
形
復
元
（
図
１
）、
保
育
所
の
保
育

時
間
延
長
効
果
と
最
適
配
置
の
研
究
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
第
ニ
は
空
間
情
報
シ
ス
テ
ム
部
門
で
、
主
に
空
間
情

報
の
構
築
・
管
理
・
伝
達
部
分
に
焦
点
を
当
て
た
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
レ
ー
ザ
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
す
ば

や
く
遺
跡
の
調
査
を
行
う
方
法
（
図
２
）、
携
帯
電
話

で
継
ぎ
目
な
く
位
置
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
技
術
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
第
三
は
時
空
間
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
研
究
部
門
で
、

汎
用
的
方
法
を
応
用
し
て
社
会
経
済
現
象
を
分
析
す
る

方
法
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
今
、
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
る
道
路
建
設
是
非
に
理
論
的
根
拠
を
与
え
る

費
用
便
益
理
論
の
研
究
、
都
心
オ
フ
ィ
ス
集
積
の
利
益

分
析
、
空
間
統
計
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
以
上
の
研
究
部
門
に
加
え
て
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

全
国
の
多
く
の
研
究
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
空
間
デ
ー
タ
検
索
・
共
同
利
用

シ
ス
テ
ム
、
住
所
を
入
力
す
る
と
緯
度
経
度
を
返
す
シ

ス
テ
ム
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
入
門
学
習
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
ウ
ェ
ブ
で

運
用
し
て
い
ま
す
。
図
３
は
、
「
環
境
省
大
気
汚
染
物

質
広
域
監
視
シ
ス
テ
ム
（
そ
ら
ま
め
君
）」
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
東
京
都
心
部
のN
O
x

濃
度
情
報
と
地
点
住
所

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
緯
度
経
度
変
換
シ
ス
テ
ム
で
点
分

布
に
変
換
、
そ
の
後
空
間
補
間
を
行
っ
た
画
像
を
作
成

し
た
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
住
所
の
あ
る
デ
ー
タ
は

簡
単
に
地
図
化
で
き
ま
す
の
で
、
研
究
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
そ
の
他
、
セ
ン
タ
ー
は
多
く
の
研
究
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。 
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会
社
な
ど
の
組
織
が
き
ち
ん
と
機
能
す
る
た
め
に
は
、

（
１
）
情
報
収
集
、（
２
）
情
報
流
通
、（
３
）
将
来
予

測
、（
４
）
教
育
、（
５
）
外
部
へ
の
情
報
発
信
の
各
要

素
が
そ
ろ
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
東
京
大
学
に
お

い
て
は
各
部
局
な
ど
で
営
々
と
し
た
努
力
に
よ
っ
て
こ
れ

ら
の
要
素
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
情
報
化
の
技

術
の
展
開
が
早
い
昨
今
、
上
記
の
諸
機
能
を
支
援
す
る

組
織
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー

は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
組
織
で
あ
る
。 

　
ま
ず
、
（
１
）
の
情
報
収
集
活
動
は
大
学
の
場
合
、

学
術
情
報
の
収
集
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
援
す
る
の
が
図

書
館
電
子
化
部
門
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
図
書
目
録

検
索
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
、
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ

ル
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
な
ど
に
よ
っ
て
、
学
内
の
学
生
、
研

究
者
が
必
要
な
学
術
情
報
を
入
手
す
る
手
助
け
と
な
る

シ
ス
テ
ム
及
び
入
門
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
図
１
）
を
提
供
し

て
い
る
。 

                     

　
こ
れ
ら
の
機
能
は
全
て
自
分
の
居
室
や
さ
ら
に
は
携

帯
端
末
か
ら
も
使
用
し
た
い
。
こ
れ
を
可
能
に
し
て
い
る

の
が
学
内
外
を
結
ぶ
情
報
流
通
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
基
幹

ネ
ッ
ト
ワ
ー
クU

T
net

（
図
２
）
で
あ
る
。 

　
電
子
メ
ー
ル
、
Ｗ
Ｗ
Ｗ
に
よ
る
情
報
ア
ク
セ
ス
な
ど
学

内
外
を
つ
な
ぐ
大
学
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
快
適
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
提
供
し
て
い
るU

T
net

を
構
築
、

維
持
、
運
営
、
管
理
し
て
い
る
の
が
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
ワ 

            

ー
ク
部
門
で
あ
る
。
さ
ら
に
最
近
、
脅
威
で
あ
る
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ウ
ィ
ル
ス
撃
退
な
ど
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
サ
ー
ビ

ス
も
行
っ
て
い
る
。 

（
３
）
の
将
来
予
測
は
変
化
の
激
し
い
最
近
の
状
況
で
は

困
難
だ
が
、
こ
と
学
問
に
限
れ
ば
、
モ
デ
ル
化
と
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
現
象
を
解
析
し
将
来
を
予
測
で
き

る
。
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
部
門
の
提
供
す
る
ス

ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
図
３
）
を
使
え
ば
、
世
界
で
も
五

指
に
入
る
そ
の
強
力
な
計
算
能
力
に
よ
っ
て
複
雑
な
現

象
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
可
能
に
な
る
。 

                

　
東
京
大
学
は
多
数
の
学
生
が
在
籍
す
る
教
育
機
関
で

あ
る
。
現
代
の
教
育
の
必
須
項
目
で
あ
る
情
報
技
術
に

関
し
て
は
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
教
育
部
門
が
構
築
、
運
営
し

て
い
る
教
育
用
計
算
機
シ
ス
テ
ム
が
基
本
的
イ
ン
フ
ラ
で

あ
る
。
全
一
年
生
が
必
修
の
「
情
報
処
理
」
（
図
４
）

を
は
じ
め
多
く
の
授
業
で
活
躍
し
て
い
る
。 

                  

　
さ
ら
に
同
部
門
で
は
学
内
構
成
員
向
け
の
情
報
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
サ
ー
バ
な
ど
の
機
能

を
提
供
し
、
ま
た
学
内
向
け
の
Ｉ
Ｔ
関
連
セ
ミ
ナ
ー
も

企
画
し
東
京
大
学
構
成
員
の
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。 

　
今
後
、
法
人
化
を
迎
え
東
京
大
学
が
発
展
し
て
い
く

た
め
に
は
（
５
）
の
情
報
発
信
機
能
が
大
切
と
な
る
。

も
ち
ろ
ん
、
東
京
大
学
と
し
て
は
、
当
然
そ
の
豊
富
な

学
術
情
報
資
源
が
発
信
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
個
別
部

局
で
の
情
報
発
信
に
加
え
、
大
学
全
体
と
し
て
の
情
報

発
信
に
情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
既
に
、
図
書
館
電
子
化
部
門

で
学
外
に
提
供
し
て
い
る
学
位
論
文
要
旨
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

は
そ
の
嚆
矢
で
あ
る
。 

　
情
報
技
術
の
世
界
は
進
歩
が
早
い
。
情
報
基
盤
セ
ン

タ
ー
の
各
部
門
に
対
応
す
る
研
究
部
門
で
は
、
最
新
の

情
報
技
術
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
は
も
ち
ろ
ん
、
情
報
基
盤

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
貢
献
す
べ
く
日

夜
、
世
界
に
先
駆
け
た
情
報
技
術
の
研
究
、
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
。 

　
以
上
、
簡
単
に
説
明
し
て
き
た
情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー

の
サ
ー
ビ
ス
や
研
究
に
興
味
が
あ
る
方
は
是
非
、
情
報
基

盤
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
訪
れ
て
欲
し
い
。 

図4　教育用計算機システムを用いた「情報処理」の授業の様子 

図2　UTnetのネットワーク配線 

図1

図3　ベクトル並列型スーパーコンピュータ SR8000

こ
う 

し 

教育・研究の現場から 

　会社などの組織がきちんと機能するためには、 
(1)情報収集、(2) 情報流通、(3) 将来予測、(4)教育、(5)外部への情報発信の各要素がそろっていなくてはならない。 

情報基盤センター 
Information Technology Center 

岡部　洋一 
情報基盤センター長 

http://www.itc.u-tokyo.ac.jp/
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地
球
は
本
当
に
暑
く
な
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
の
報
告
書
で
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
人
間
活
動
に
よ
っ
て
気
候
が

温
暖
化
し
、
世
界
中
に
い
ろ
い
ろ
な
影
響
が
出
る
こ
と
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
予
測
の
基
礎
と
な
っ
て

い
る
の
が
、
当
セ
ン
タ
ー
で
開
発
・
研
究
し
て
い
る
気
候

モ
デ
ル
で
す
。
気
候
モ
デ
ル
は
膨
大
な
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で

あ
り
、
大
学
の
よ
う
な
所
で
は
、
な
か
な
か
開
発
・
維

持
し
て
ゆ
く
の
が
困
難
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

世
界
を
見
渡
し
て
も
、
主
な
気
候
モ
デ
ル
は
国
立
の
研

究
機
関
で
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
気
象
庁

気
象
研
究
所
で
開
発
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

　
気
候
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
十
一
年
前
に
発
足
し
ま
し
た
。
当
時
の
総
長
は
有

馬
先
生
で
、
「
大
学
が
小
さ
い
サ
イ
エ
ン
ス
の
み
に
閉
じ
こ

も
っ
て
は
い
け
な
い
。
中
程
度
の
ビ
ッ
グ
サ
イ
エ
ン
ス
は
、

大
学
に
必
要
だ
」
と
積
極
的
に
支
援
し
て
も
ら
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。
我
々
の
セ
ン
タ
ー
の
目
標
は
、
複

雑
な
、
大
型
の
、
現
実
的
に
有
効
な
気
候
シ
ス
テ
ム
の

モ
デ
ル
を
開
発
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル

開
発
の
経
験
の
あ
る
、
モ
デ
ル
開
発
が
で
き
る
学
生
を
育

て
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
本
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

R
R
2002

と
呼
ば
れ
る
文
部
科
学
省
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
多
く
の
本
セ
ン
タ
ー
の
卒
業
生
が
、
モ
デ
ル
開
発
に

協
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
大
学
と
い
う
場
で
開
発
の
礎

を
築
い
て
き
た
成
果
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

　
も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
柱
は
、
人
工
衛
星
に
よ
る
宇

宙
か
ら
の
観
測
と
数
値
モ
デ
ル
の
融
合
で
す
。
気
候
変

動
を
研
究
す
る
た
め
に
は
、
現
在
の
地
球
の
姿
、
変
動

の
様
子
を
知
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
球
は
広
く
、
こ

の
地
球
を
隈
な
く
観
測
す
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
人
工
衛
星
に
よ
る
宇
宙
か
ら
の
観
測
の
出
番

と
な
る
の
で
す
。 

 

　
宇
宙
か
ら
の
観
測
に
な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
一
人
舞
台

と
考
え
る
人
も
多
く
居
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
実
際

は
、
日
本
の
地
球
観
測
の
水
準
は
非
常
に
高
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
本
年
度
の
武
田
賞
を
受
賞
し

た
Ｔ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
（
熱
帯
降
雨
観
測
衛
星
）
の
宇
宙
搭
載
用

レ
ー
ダ
や
、
一
九
八
六
年
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

の
Ｉ
Ｍ
Ｇ
な
ど
世
界
の
先
頭
を
走
っ
て
い
る
セ
ン
サ
ー
で

す
。
昨
年
の
十
二
月
に
打
ち
上
げ
に
成
功
し
た
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｏ

Ｓ-

２
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
も
、
当
セ
ン
タ
ー
の
教
官
が
深
く

か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
学
位
を
取

得
し
た
学
生
が
、
宇
宙
開
発
事
業
団
の
地
球
観
測
研
究

セ
ン
タ
ー
で
、
こ
れ
ら
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
心
部
隊
と
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

　地球は本当に暑くなるのだろうか？ 
ＩＰＣＣ（気候変動に関する政府間パネル）の報告書でよく知られているように、 

人間活動によって気候が温暖化し、世界中にいろいろな影響が出ることが心配されています。 

気候システム研究センター 
Center for Climate System Research 

住　明正 
気候システム研究センター長 

http://www.ccsr.u-tokyo.ac.jp/

図2　エルニーニョの時（1998年１月：上）、 
ラニーニャの時（1999年１月：下）の月平均降水量 

図 1　気候システム研究センターと国立環境
研と共同で行った人間活動の増大による全球
平均の地表気温の上昇のシミュレーション。
A1,A2,B1,B2は、IPCC第３次報告書に用い
られた排出シナリオを示します。 
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